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大
谷
暢
順
台
下
に
外
務
大
臣
表
彰

で
フ
ラ
ン 

名
取
裕
子
氏
と
対
談 

令
和
４
年
８
月
、
女
優
・
名
取

裕
子
氏
が
来
苑
さ
れ
、
「
神
仏
習

合
」
を
テ
ー
マ
に
台
下
と
対
談
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
は
会
報
誌
「
ジ

ャ
ポ
ニ
ス
ム
」
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 ア
メ
リ
カ
総
領
事
参
拝 

令
和
４
年

11

月

12

日
（
土
）
、

在
大
阪
・
神
戸
米
国
総
領
事

リ
チ
ャ
ー
ド
・
メ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
、

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
鳥
井
夫
妻
等
が
当
苑

を
公
式
参
拝
さ
れ
、
仏
教
を
基
に

し
た
日
米
の
交
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

メ
イ
総
領
事
は
、
御
法
主
台
下

ご
案
内
の
元
、
嘉
枝
堂
本
堂
参
拝

の
後
、
信
楽
堂
を
参
拝
。 

仏
の
み
教
え
や
日
本
人
の
根

底
に
あ
る
神
仏
習
合
の
教
え
に

触
れ
ら
れ
、
終
始
感
銘
を
受
け
ら

れ
た
ご
様
子
で
し
た
。 

 報
恩
講
参
詣
団 

令
和
４
年
度
御
正
忌
報
恩
講
・

現
如
上
人
百
回
御
遠
忌
法
要
に

北
海
道
・
東
北
教
区
か
ら
団
体
参

詣
と
し
て
、
東
本
願
寺
末
寺 

結

願
寺
（
宮
城
県
富
谷
市
）
住
職
・ 

佛
歯
寺

ぶ

っ

し

じ

か
ら
贈
ら
れ
た
、
佛
教
の
祖
・
釈
尊 

 

本
願
寺 

御
法
主
台
下
の
ご
活
動 

 

日
本
と
日
本
人
の
明
日
の
た
め
に 

本
願
寺
法
主 
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法
要
で
荘か

ざ

ら
れ
た
仏
具
の
片
付
け 

 

 

 

  

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
文
化

交
流
に
多
大
な
足
跡
を
残
し

た
と
し
て
、大
谷
暢
順
本
願
寺

御
法
主
台
下
（
当
財
団
理
事

長
）
が
令
和
４
年
８
月

10

日
、林
芳
正
外
務
大
臣
か
ら
外

務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

同
表
彰
は
、国
際
関
係
の
分

野
で
活
躍
し
、我
が
国
と
諸
外

国
と
の
友
好
親
善
関
係
の
増

進
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
個

人
、
団
体
を
称
え
る
も
の
で

す
。 式

典
は
外
務
省
講
堂
で
行

わ
れ
、表
彰
状
と
記
念
品
が
林

外
務
大
臣
か
ら
贈
ら
れ
ま
し

た
。
台
下
は
「
昨
年
の
フ
ラ
ン

ス
政
府
か
ら
の
レ
ジ
オ
ン
ド

ヌ
ー
ル
勲
章
受
章
に
続
い
て
、

半
世
紀
以
上
に
及
ぶ
私
の
日

仏
文
化
交
流
の
努
力
が
成
果

を
見
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う

と
と
も
に
、感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
」
と
語
っ
て
い
ま

神
佛
習
合
の
み
教
に
結
縁

け

ち

え

ん 

永
久

と

わ

の
安
ら
ぎ
を 

浄
苑
最
上
、
最
高
の
納
骨
壇
・
信
楽
壇

し

ん

ぎ

ょ

う

だ

ん 

極
楽
浄
土
を
想
起 

信
楽
堂

し
ん
ぎ
ょ
う
ど
う 

嘉
枝
堂
地
下
三
階
に
信
楽
壇
専
用
の
特
別
な

御
堂
・
信
楽
堂
を
建
立
し
ま
し
た
。 

檜
造
り
の
清
楚
な
扉
を
開
け
る
と
、
そ
こ
に

は
お
ご
そ
か
な
照
明
と
内
装
、
神
佛
習
合
の
み

教
に
包
ま
れ
た
、
ま
さ
に
極
楽
浄
土
を
想
起
さ 

せ
る
荘
厳

そ
う

ご
ん

な
世
界
が
広
が
り
ま
す
。 

日本初・神佛習合の礼拝所（御荘厳
しょうごん

） 

信
楽
堂
納
骨
者
だ
け
の 

日
本
初
・
神
佛
習
合
の
礼
拝
所
（
御
荘
厳

し
ょ
う
ご
ん

） 

威
容
を
誇
る
信
楽
壇
納
骨
者
専
用
の
礼
拝
所

（
御
荘
厳
）
は
、
本
邦
初
と
な
る
神
佛
習
合
の
み

教
の
結
晶
で
、
信
楽
壇
の
納
骨
者
だ
け
が
参
詣
で

き
ま
す
。 

 

御
本
尊
は
嘉
枝
堂
本
堂
と
こ
こ
に
し
か
な
い
、

御
法
主
台
下
ご
発
案
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
式
、
白
木
の

阿
弥
陀
如
来
立
像
、
世
界
遺
産
・
ス
リ
ラ
ン
カ 
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坐
像
、
そ
し
て
、
天
照
大
御
神
、
親
鸞
聖
人
が

「
和
国
の
教
主
」
と
仰
が
れ
た
聖
徳
太
子
、
聖

人
と
蓮
如
上
人
に
大
師
号
を
贈
ら
れ
た
明
治 

 

天
皇
の
天て

ん

牌ぱ
い

を
ご
奉
安
。 

 

信
楽
壇
納
骨
者

の
為
、
毎
朝
に
は

伝
統
あ
る
本
願
寺

の
法
式
に
則
っ
た 

勤
行(

晨
朝

じ
ん
じ
ょ
う)

、
春
秋

謝
り
春 

 

彼
岸
、
盂
蘭
盆
会
、

報
恩
講
、
修
正
会

等
、
各
年
中
佛
事

も
勤
ま
り
、
お
念

佛
の
声
が
高
ら
か

に
各
信
楽
壇
へ
届

き
ま
す
。 

 

真
の
佛
弟
子
と
し
て
の
歩
み
を 

■
法
統
継
承
之
証

ほ
う
と

う
け

い
し

ょ
う

の
し

ょ
う 

割
当
時
に
授
与
さ
れ
る
法
統
継
承
之
証
に

は
、
釈
尊
、
天
照
大
御
神
か
ら
御
法
主
台
下

ま
で
連
綿
と
続
く
神
佛
習
合
の
法
統
の
末
流

に
連
な
る
証
と
し
て
、
信
楽
壇
納
骨
者
と
そ

の
家
族
の
俗
名
、
法
名
が
、
御
法
主
台
下
の

お
許
し
を
得
て
、
一
人
ず
つ
特
別
に
本
願
寺

の
御
連
枝
に
よ
っ
て
揮
毫
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
蓮
如
上
人
が
「
足
手
ヲ
ハ
コ

ビ
」「
報
恩
謝
徳
ノ
懇
志
ヲ
ハ
コ
ブ
」
と
仰
せ

ら
れ
た
如
く
、
少
な
く
と
も
一
年
に
一
度
は

浄
苑
に
参
詣
し
て
懇
志
を
運
び
、
神
佛
や
先

祖
へ
の
感
恩
の
惟
い
に
包
ま
れ
る
真
の
佛
弟

子
と
し
て
歩
み
始
め
て
く
だ
さ
い
。 

  

■
本
願
寺
懐
中

か
い
ち
ゅ
う

名
号

み
ょ
う
ご
う 

 

 

蓮
如
上
人
は
、
「
本
尊
は
掛
け
破
れ
」

と
仰
せ
に
な
る
と
と
も
に
数
限
り
な
い 

程
の
御
名
号

お
み

ょ

う
ご

う

を
門
徒
に
下
附
さ
れ
ま
し

た
。 

 

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
御
名
号
が
各
家
庭

に
奉
安
さ
れ
、
我
国
初
の
家
庭
佛
壇
と

な
っ
て
、
日
本
佛
教
は
革
新
的
な
発
展

を
遂
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
多
く
の
日
本
人
の
人
生
は
み

佛
と
と
も
に
あ
る
、
感
恩
の
惟
い
と
喜

び
に
満
ち
溢
れ
た
も
の
と
な
っ
た
の
で

す
。 

 
 

 
 

 
  

そ
こ
で
、
信
楽
壇
納
骨
者
が
家
庭
で

常
に
御
本
尊
を
拝
む
生
活
を
送
る
べ

く
、
本
願
寺
懐
中
名
号
を
年
々
、
年
末

か
ら
年
初
に
か
け
て
授
与
し
ま
す
。
佛

恩
に
感
謝
し
、
本
願
寺
懐
中
名
号
と
と

も
に
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。
な
お
、

旧
年
の
本
願
寺
懐
中
名
号
は
浄
苑
で

お
焚
き
上
げ
を
し
ま
す
。 

令和 4 年 8 月 10 日 
 外務省講堂にて林芳正外務大臣から 
 表彰を受ける台下 

公式ホームページ⇒ 

他にも多くの書籍を 

ご紹介しています 

 

 

信
楽
壇
・
信
楽
堂
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
地
で
の
見
学
も
随
時
受
付
中
で

す
。
ご
相
談
は
東
山
浄
苑
総
合
受
付

（
尚
書
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

法統継承之証 

電
話 

０
７
５-

５
４
１-

８
３
９
１

（
尚
書
・
総
合
受
付
） 

本願寺懐中名号 

す
。 台

下
は
東
京
大
学
文
学

部
、
同
大
学
院
を
経
て
フ

ラ
ン
ス
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
高

等
学
院
卒
、
パ
リ
第
７
大

学
で
文
学
博
士
を
取
得

し
、
半
生
以
上
に
わ
た
り
、

日
仏
文
化
交
流
に
活
躍
。

名
古
屋
外
国
語
大
学
名
誉

教
授
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
文

学
の
普
及
に
努
め
、
ジ
ャ

ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
研
究
の
第

一
人
者
で
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
語
に

よ
る
多
数
の
著
書
の
ほ

か
、
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
総

本
部
、
ギ
メ
美
術
館
、
パ
リ

市
第
４
区
役
所
、
パ
リ
大

学
等
で
の
フ
ラ
ン
ス
語
講

演
、
仏
国
営
放
送

TV

番
組

出
演
等
、
日
仏
両
国
で
文

化
昂
揚
に
努
め
て
き
ま
し

た
。 

 

創
建
五
十
周
年
記
念 

門
徒
一
行
（

25

名
）
が
来
苑
し
ま

し
た
。 

一
行
は
11

月
27

日
（
日
）
に

勤
ま
る
御
逮
夜
法
要
参
詣
。
翌

28

日
（
月
）
は
、
日
中
法
要
参
詣

の
後
、
御
仏
へ
の
報
謝
行
と
し
て 

 や
御
堂
の
清
掃
な
ど
の
「
御
荘
厳

払
い
」
を
本
山
僧
侶
と
共
に
行

い
、
報
謝
の
汗
を
か
き
ま
し
た
。

台
下
と
の
御
接
見
も
設
け
ら
れ
、

貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

メ
イ
総
領
事
へ
信
楽
堂
祭
壇
を 

案
内
す
る
台
下 

■
信
楽
壇
の
ご
案
内 

 
 

 
 

１
ペ
ー
ジ 

■
盂
蘭
盆
会
の
ご
案
内 

                

３
ペ
ー
ジ 

■
御
法
主
台
下
の
ご
活
動
紹
介 

１
ペ
ー
ジ  

■
東
山
浄
苑
読
経
お
扱
い
の
ご
案
内 

      

３
ペ
ー
ジ 

■
春
彼
岸
会
の
ご
案
内 

      

２
ペ
ー
ジ 

■
ご
葬
儀
、
ご
自
宅
等
で
の
法
要
の
ご
案
内 

３
ペ
ー
ジ 

■
花
ま
つ
り
の
ご
案
内 

      

２
ペ
ー
ジ 

■
無
料
送
迎
バ
ス
の
ご
案
内 

 
 

 
 

 
 

４
ペ
ー
ジ 

 
 

 

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
】 

当
浄
苑
で
は
厚
生
労
働
省
、
京
都
市
の
指
導
に
沿
っ
て
、
感
染
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。
参
詣
者
各
位
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ

ス
ク
の
着
用
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
が
変
更

す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 


